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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ で あ っ て 、
　 陰 茎 部 外 側 線 と 、 前 記 陰 茎 部 外 側 線 と 対 向 し て 内 側 に 膨 ら ん で い る 円 弧 状 の 陰 茎 部 内 側  
線 と 、 外 側 下 方 に 傾 く よ う に 形 成 さ れ る 陰 茎 部 上 端 線 と 、 内 外 間 左 右 に 横 切 る 方 向 の 陰 茎  
部 下 端 線 と を 有 す る 左 右 一 対 の 陰 茎 部 材 と ；
　 前 記 陰 茎 部 外 側 線 の 下 端 か ら 繋 が れ る 陰 嚢 部 外 側 線 と 、 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 と 対 向 し て 内  
側 に 膨 ら ん で い る 円 弧 状 の 陰 嚢 部 内 側 線 と 、 前 記 陰 茎 部 下 端 線 と 縫 製 さ れ る 陰 嚢 部 上 端 線  
と を 有 す る 左 右 一 対 の 陰 嚢 部 材 と ；
　 前 記 陰 茎 部 外 側 線 及 び 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 に 一 致 す る よ う に 形 成 さ れ る 前 面 部 内 側 線 に 沿  
っ て 前 記 陰 茎 部 外 側 線 と 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 と が 並 ん で 縫 製 さ れ る こ と で 前 記 陰 茎 部 材 及 び  
陰 嚢 部 材 と 結 合 さ れ 、 前 記 前 面 部 内 側 線 の 上 端 か ら 外 側 に 延 び る 水 平 の 前 面 部 上 端 線 を 有  
す る 左 右 一 対 の 前 面 部 材 と ；
　 前 記 左 右 一 対 の 陰 茎 部 材 の 各 陰 茎 部 上 端 線 を 水 平 に 回 転 さ せ て 前 記 左 右 一 対 の 前 面 部 材  
の 各 前 面 部 上 端 線 と 一 直 線 を 成 す よ う に し た 状 態 で 、 前 記 陰 茎 部 上 端 線 お よ び 前 記 前 面 部  
上 端 線 に 沿 っ て 縫 製 さ れ る バ ン ド 部 材 と を 含 み 、
前 記 陰 嚢 部 材 は 、 上 下 間 を 横 切 る 方 向 の 陰 嚢 部 下 端 線 を 有 し 、
前 記 前 面 部 材 は 、 前 記 前 面 部 内 側 線 の 下 端 か ら 垂 直 に 延 び る 前 面 部 の 内 側 下 端 線 を 有 し 、
前 記 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ は 、
内 側 で は 前 記 前 面 部 材 と 縫 製 さ れ 、 外 側 で は 前 記 陰 嚢 部 下 端 線 と 前 記 前 面 部 の 内 側 下 端 線  

請求項の数　5　（全8頁）
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と が 並 ん で 縫 製 さ れ る 後 面 部 の 外 側 下 端 線 を 有 す る 左 右 一 対 の 後 面 部 材 を さ ら に 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 陰 茎 部 外 側 線 は 、 凹 な 円 弧 状 に な っ て お り 、
　 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 は 、 前 記 陰 茎 部 外 側 線 の 下 端 か ら 連 続 的 に 繋 が れ る 凹 な 円 弧 状 に な っ  
て お り 、
　 前 記 前 面 部 内 側 線 は 、 前 記 陰 茎 部 外 側 線 及 び 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 に 一 致 す る よ う に 凹 な 円  
弧 状 に な っ て い る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 陰 茎 部 下 端 線 の 幅 は 、 前 記 陰 嚢 部 上 端 線 の 幅 よ り も 狭 く 、
　 前 記 陰 茎 部 下 端 線 の 幅 を 前 記 陰 嚢 部 上 端 線 の 幅 分 だ け 増 や し て 一 致 さ せ た 状 態 で 相 互 間  
縫 製 さ れ る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 陰 茎 部 材 は 、
　 前 記 陰 茎 部 外 側 線 と 陰 茎 部 内 側 線 と の 間 の 幅 は 、 前 記 陰 茎 部 外 側 線 と 前 記 陰 茎 部 内 側 線  
と の 各 中 心 線 の 間 の 幅 が 最 も 広 く 、 上 端 及 び 下 端 に 行 く ほ ど 次 第 に 細 く な る よ う に 形 成 さ  
れ 、
　 前 記 陰 嚢 部 材 は 、
　 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 と 前 記 陰 嚢 部 内 側 線 と の 間 の 幅 は 、 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 と 前 記 陰 嚢 部 内  
側 線 と の 各 中 心 線 の 間 の 幅 が 最 も 広 く 、 上 端 及 び 下 端 に 行 く ほ ど 次 第 に 細 く な る よ う に 形  
成 さ れ る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 陰 茎 部 内 側 線 は 、
　 上 端 点 と 下 端 点 に 行 く ほ ど 直 線 を 成 し 、 中 心 線 で 最 も 小 さ い 曲 率 半 径 の 曲 線 か ら な る
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 陰 茎 部 と 陰 嚢 部 と を 分 離 さ せ る こ と で 快 適 な 着 用 環 境 を 提 供 す る と と も に 着  
心 地 を 改 善 し た 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 陰 茎 部 と 陰 嚢 部 と を 分 離 さ せ た 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ を 改 善 し た も の と し て 、 出 願  
人 は 、 特 許 文 献 １ ： 韓 国 特 許 登 録 第 １ ０ － ０ ９ １ ６ ７ ０ ７ 号 （ 登 録 日 ： ２ ０ ０ ９ ． ０ ９ ．  
０ ２ ． ） に 開 示 さ れ た 発 明 を 提 案 し た こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 す な わ ち 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 パ ン ツ の 前 面 部 に 陰 茎 部 材 １ ２ ０ と 陰  
嚢 部 材 １ ３ ０ と を 別 途 裁 断 し て 縫 製 し 、 そ れ ぞ れ 湾 曲 部 ２ ２ ０ 、 ２ ４ ０ と 折 曲 部 ２ １ ０ 、  
２ ３ ０ 、 ２ ５ ０ と を 有 す る こ と で 陰 茎 Ａ と 陰 嚢 Ｂ と を 分 離 収 容 さ せ て 快 適 な 着 用 環 境 を 提  
供 し 、 性 機 能 障 害 を 予 防 で き る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ に よ れ ば 、 陰 茎 袋 ２ ６ ０ を 形 成 す る た め に は 陰  
茎 部 材 １ ２ ０ の 直 線 と 曲 線 に つ な が る 縫 製 線 に 沿 っ て 縫 製 が 行 わ な け れ ば な ら な い の で 、  
特 に 、 第 １ 折 曲 部 ２ １ ０ を 形 成 す る た め の 縫 製 作 業 が や や こ し く 、 こ れ に よ り 、 陰 茎 袋 ２  
６ ０ の 模 様 が ま と も に と れ な い こ と か ら 製 品 の 不 良 率 が 高 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 韓 国 特 許 第 １ ０ － ０ ９ １ ６ ７ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 パ タ ー ン の 模 様 を 改 善 す る こ と で 縫 製 し 易 く 、 製 品 の 不  
良 率 を 大 き く 低 減 さ せ る こ と が で き る 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ で あ っ て 、 陰 茎 部 外 側 線 と  
、 前 記 陰 茎 部 外 側 線 と 対 向 し て 内 側 に 膨 ら ん で い る 円 弧 状 の 陰 茎 部 内 側 線 と 、 外 側 下 方 に  
傾 く よ う に 形 成 さ れ る 陰 茎 部 上 端 線 と 、 内 外 間 左 右 に 横 切 る 方 向 の 陰 茎 部 下 端 線 と を 有 す  
る 左 右 一 対 の 陰 茎 部 材 ； 前 記 陰 茎 部 外 側 線 の 下 端 か ら 繋 が れ る 陰 嚢 部 外 側 線 と 、 前 記 陰 嚢  
部 外 側 線 と 対 向 し て 内 側 に 膨 ら ん で い る 円 弧 状 の 陰 嚢 部 内 側 線 と 、 前 記 陰 茎 部 下 端 線 と 縫  
製 さ れ る 陰 嚢 部 上 端 線 と を 有 す る 左 右 一 対 の 陰 嚢 部 材 ； 前 記 陰 茎 部 外 側 線 及 び 前 記 陰 嚢 部  
外 側 線 に 一 致 す る よ う に 形 成 さ れ る 前 面 部 内 側 線 に 沿 っ て 前 記 陰 茎 部 外 側 線 と 前 記 陰 嚢 部  
外 側 線 と が 並 ん で 縫 製 さ れ る こ と で 前 記 陰 茎 部 材 及 び 陰 嚢 部 材 と 結 合 さ れ 、 前 記 前 面 部 内  
側 線 の 上 端 か ら 外 側 に 延 び る 水 平 の 前 面 部 上 端 線 を 有 す る 左 右 一 対 の 前 面 部 材 ； お よ び 前  
記 左 右 一 対 の 陰 茎 部 材 の 各 陰 茎 部 上 端 線 を 水 平 に 回 転 さ せ て 前 記 左 右 一 対 の 前 面 部 材 の 各  
前 面 部 上 端 線 と 一 直 線 を 成 す よ う に し た 状 態 で 、 前 記 陰 茎 部 上 端 線 お よ び 前 記 前 面 部 上 端  
線 に 沿 っ て 縫 製 さ れ る バ ン ド 部 材 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ を 提 供 す  
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 前 記 陰 茎 部 外 側 線 は 、 凹 な 円 弧 状 に な っ て お り 、 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 は 、 前 記 陰  
茎 部 外 側 線 の 下 端 か ら 連 続 的 に 繋 が れ る 凹 な 円 弧 状 に な っ て お り 、 前 記 前 面 部 内 側 線 は 、  
前 記 陰 茎 部 外 側 線 及 び 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 に 一 致 す る よ う に 凹 な 円 弧 状 に な っ て い る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 陰 茎 部 下 端 線 の 幅 は 、 前 記 陰 嚢 部 上 端 線 の 幅 よ り も 狭 く 、 前 記 陰 茎 部 下 端 線  
の 幅 を 前 記 陰 嚢 部 上 端 線 の 幅 分 だ け 増 や し て 一 致 さ せ た 状 態 で 相 互 間 縫 製 さ れ る よ う に し  
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 前 記 陰 茎 部 材 は 、 前 記 陰 茎 部 外 側 線 と 陰 茎 部 内 側 線 と の 間 の 幅 は 、 前 記 陰 茎 部  
外 側 線 と 前 記 陰 茎 部 内 側 線 と の 各 中 心 線 の 間 の 幅 が 最 も 広 く 、 上 端 及 び 下 端 に 行 く ほ ど 次  
第 に 細 く な る よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 陰 嚢 部 材 は 、 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 と 前 記 陰 嚢 部 内 側 線 と  
の 間 の 幅 は 、 前 記 陰 嚢 部 外 側 線 と 前 記 陰 嚢 部 内 側 線 と の 各 中 心 線 の 間 の 幅 が 最 も 広 く 、 上  
端 及 び 下 端 に 行 く ほ ど 次 第 に 細 く な る よ う に 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 場 合 、 前 記 陰 茎 部 材 内 側 線 は 、 上 端 点 と 下 端 点 に 行 く ほ ど 直 線 を 成 し 、 中 心 線 で 最  
も 小 さ い 曲 率 半 径 の 曲 線 か ら な る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 陰 嚢 部 材 は 、 上 下 間 を 横 切 る 方 向 の 陰 嚢 部 下 端 線 を 有 し 、 前 記 前 面 部 材 は 、  
前 記 前 面 部 内 側 線 の 下 端 か ら 垂 直 に 延 び る 前 面 部 の 内 側 下 端 線 を 有 し 、 前 記 男 性 用 機 能 性  
パ ン ツ は 、 内 側 で は 前 記 前 面 部 材 と 縫 製 さ れ 、 外 側 で は 前 記 陰 嚢 部 下 端 線 と 前 記 前 面 部 の  
内 側 下 端 線 と が 並 ん で 縫 製 さ れ る 後 面 部 の 外 側 下 端 線 を 有 す る 左 右 一 対 の 後 面 部 材 を さ ら  
に 含 ん で も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ る 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ に よ れ ば 、 陰 茎 部 材 の 陰 茎 部 内 側 線 を  
円 弧 状 に し て 縫 製 作 業 が 円 弧 状 に 沿 っ て 容 易 に 行 わ れ る こ と が で き る よ う に す る こ と で 製  
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品 の 不 良 率 を 大 き く 低 減 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 陰 茎 部 上 端 線 を 外 側 下 方 に 傾 く よ  
う に 形 成 し 、 こ れ を 水 平 の 前 面 部 上 端 線 と 一 直 線 を 成 す よ う に し た 状 態 で バ ン ド 部 材 に 縫  
製 す る 方 法 に よ っ て 陰 茎 袋 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に 加 え て 、 陰 茎 部 外 側 線 お よ び 陰 嚢 部 外 側 線 が 連 続 的 に 凹 な 円 弧 状 を 成 し 、 そ れ に  
一 致 す る よ う に 前 面 部 内 側 線 を 凹 な 円 弧 状 に し て 相 互 間 を 縫 製 す る と と も に 、 前 記 陰 茎 部  
上 端 線 の 模 様 及 び 縫 製 方 法 を 通 じ て 陰 茎 部 材 お よ び 陰 嚢 部 材 に 折 曲 部 お よ び 湾 曲 部 を 形 成  
さ せ る 張 力 を 提 供 す る こ と で 、 陰 茎 袋 及 び 陰 嚢 袋 の 形 状 を 取 る の に 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 陰 嚢 部 上 端 線 の 幅 よ り も 狭 い 陰 茎 部 下 端 線 の 幅 を 増 や し て 互 い に 一 致 さ せ た 状 態  
で 相 互 間 を 縫 製 す る こ と で 陰 嚢 袋 の 伸 縮 性 を 大 き く 向 上 さ せ る こ と が で き る の で 、 膨 脹 と  
収 縮 を 繰 り 返 す 陰 嚢 の 収 容 に 適 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 の 技 術 に よ る 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ の 全 体 構 造 を 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ の 機 能 部 を 具 体 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ を パ タ ー ン 単 位 に 分 解 し て 示 す 展 開  
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の パ タ ー ン を 組 み 合 わ せ て 得 ら れ る 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ の パ タ ー ン を 組 み 合 わ せ て 得 ら れ る 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ の 前 方 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、  パ タ ー ン 単 位 に 分  
解 さ れ る こ と が で き 、 こ れ ら の パ タ ー ン 、 す な わ ち 左 右 一 対 の 陰 茎 部 材 ３ ２ ０ 、 左 右 一 対  
の 陰 嚢 部 材 ３ ３ ０ 、 左 右 一 対 の 前 面 部 材 ３ １ ０ 、 及 び 左 右 一 対 の 後 面 部 材 ３ ４ ０ の 組 み 合  
わ せ で そ の 形 態 が と と の え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 陰 茎 部 材 ３ ２ ０ は 、 凹 な 円 弧 状 で あ る 陰 茎 部 外 側 線 ３ ２ １ 、 該 陰 茎  
部 外 側 線 ３ ２ １ と 対 向 し て 内 側 に 膨 ら ん で い る 円 弧 状 で あ る 陰 茎 部 内 側 線 ３ ２ ２ 、 外 側 の  
下 向 き に 傾 く よ う に 形 成 さ れ る 陰 茎 部 上 端 線 ３ ２ ３ 、 及 び 内 外 間 に 概 ね 左 右 方 向 に 横 切 る  
よ う に 延 び る 陰 茎 部 下 端 線 ３ ２ ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 陰 嚢 部 材 ３ ３ ０ は 、 前 記 陰 茎 部 外 側 線 ３ ３ １ の 下 端 か ら 連 続 的 に 繋 が れ る 凹 な 円 弧 状 の  
陰 嚢 部 外 側 線 ３ ３ １ 、 こ の 陰 嚢 部 外 側 線 ３ ２ １ と 対 向 し て 内 側 に 膨 ら ん で い る 円 弧 状 の 陰  
嚢 部 内 側 線 ３ ３ ２ 、 前 記 陰 茎 部 下 端 線 ３ ２ ４ と 縫 製 さ れ る 陰 嚢 部 上 端 線 ３ ３ ３ 、 及 び 内 外  
間 に 概 ね 上 下 方 向 に 横 切 る よ う に 延 び る 陰 嚢 部 下 端 線 ３ ３ ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 時 、 図 示 の 如 く 、 陰 茎 部 下 端 線 ３ ２ ４ の 幅 は 陰 嚢 部 上 端 線 ３ ３ ３ の 幅 よ り も 少 し 狭  
く 、 こ れ に よ り 相 互 間 の 縫 製 時 に は 陰 茎 部 下 端 線 ３ ２ ４ を 伸 ば し て 陰 嚢 部 上 端 線 ３ ３ ３ に  
一 致 さ せ た 状 態 で 縫 製 す る 。 そ の 結 果 、 陰 嚢 部 上 端 線 ３ ３ ３ は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 縫 製  
線 Ｌ に 沿 っ て し わ 寄 る よ う に 形 成 さ れ 、 こ れ に よ っ て 陰 嚢 袋 の 伸 縮 性 を 大 き く 向 上 さ せ る  
こ と が で き る の で 、 周 辺 環 境 や 生 理 的 な 現 象 に よ っ て 膨 脹 と 収 縮 を 繰 り 返 す 陰 嚢 を 適 切 に  
収 容 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 前 面 部 材 ３ １ ０ は 、 前 記 陰 茎 部 外 側 線 （ 図 ４ の 符 号 ３ ２ １ ） お よ び  
陰 嚢 部 外 側 線 ３ ３ １ に 一 致 し て 凹 な 円 弧 状 に な っ て い る 前 面 部 内 側 線 ３ １ １ と 、 該 前 面 部  
内 側 線 ３ １ １ の 上 端 か ら 外 側 に 延 び る 水 平 の 前 面 部 上 端 線 ３ １ ２ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 面 部 材 ３ １ ０ は 、 前 記 前 面 部 内 側 線 ３ １ １ に 沿 っ て 陰 茎 部 外 側 線 ３ ２ １ と 陰 嚢 部 外 側  
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線 ３ ３ １ と が 一 致 し て 並 ん で 縫 製 さ れ る こ と で 内 側 の 陰 茎 部 材 ３ ２ ０ と 陰 嚢 部 材 ３ ３ ０ と  
が 結 合 さ れ る 。 そ の 後 、 陰 茎 部 材 ３ ２ ０ の 陰 茎 部 上 端 線 ３ ２ ３ を 水 平 に 回 転 さ せ て 前 面 部  
上 端 線 ３ １ ２ に 合 わ せ て 一 直 線 を 成 す よ う に し た 状 態 で 、 こ れ ら の 線 に 沿 っ て 、 図 ５ に 示  
す よ う に バ ン ド 部 材 ３ ５ ０ が 縫 製 さ れ る 。 こ の よ う な バ ン ド 部 材 ３ ５ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ  
う に 、 前 面 部 上 端 線 ３ １ ２ に 沿 っ て 水 平 に 延 び る 後 面 部 材 （ 図 ３ の 符 号 ３ ４ ０ ） の 後 面 部  
上 端 線 ３ ４ １ と も 縫 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の よ う に 外 側 に 傾 い た 陰 茎 部 上 端 線 ３ ２ ３ を 内 側 方 向 に 少 し 回 転 さ せ て バ ン ド 部 材  
３ ５ ０ に 水 平 に 縫 製 さ せ る こ と で 陰 茎 部 材 ３ ２ ０ に よ る 陰 茎 袋 （ 図 ６ の 符 号 ４ ６ ０ ） の 形  
成 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 時 、 円 弧 状 の 前 面 部 内 側 線 （ 図 ３ の 符 号 ３ １ １ ） と 、 こ れ に 一 致 し て 円 弧 状 に 繋 が  
れ る 陰 茎 部 外 側 線 ３ ２ １ と 陰 嚢 部 外 側 線 ３ ３ １ と が 互 い に 縫 製 さ れ た 状 態 で 、 前 記 の よ う  
に バ ン ド 部 材 ３ ５ ０ が 水 平 に 縫 製 さ れ る 場 合 に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 互 い に 縫 製 さ れ た  
前 面 部 内 側 線 ３ １ １ 並 び に 陰 茎 部 及 び 陰 嚢 部 外 側 線 ３ ２ １ 、 ３ ３ １ は ほ ぼ 直 線 的 に 変 形 す  
る よ う に な り 、 こ の よ う な ラ イ ン の 変 形 （ す な わ ち 、 曲 線 か ら 直 線 へ の 変 形 ） に 起 因 し て  
前 面 部 内 側 線 ３ １ １ の 上 端 部 お よ び 下 端 部 が 外 側 に 移 動 す る こ と に 伴 う 引 張 力 が 当 該 部 位  
の 陰 茎 部 材 ３ ２ ０ の 上 端 部 及 び 陰 嚢 部 材 ３ ３ ０ の 下 端 部 に 作 用 す る こ と に よ っ て 、 そ の 結  
果 、 図 ６ に 示 さ れ て い る よ う な 陰 茎 袋 ４ ６ ０ 及 び 陰 嚢 袋 ４ ７ ０ を 形 成 す る の に 寄 与 す る よ  
う に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 図 ４ に お い て そ れ ぞ れ 円 弧 状 に な っ て い る 陰 茎 部 材 ３ ２ ０ の 陰 茎 部 外 側 線 ３ ２ １  
と 陰 茎 部 内 側 線 ３ ２ ２ と は 各 中 心 点 の 間 を 連 結 す る 幅 Ｗ １ が 最 も 広 く 、 上 端 及 び 下 端 に 行  
く ほ ど 次 第 に 細 く な る よ う に 形 成 さ れ 、 上 端 点 と 下 端 点 に 行 く ほ ど 直 線 を 成 し て 中 心 点 で  
最 も 小 さ い 曲 率 半 径 の 曲 線 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 陰 嚢 部 材 ３ ３ ０ も 、 そ れ ぞ れ 円 弧 状 に な っ て い る 陰 嚢 部 外 側 線 ３ ３ １ と 陰 嚢 部 内 側 線 ３  
３ ２ と の 各 中 心 点 の 間 の 幅 Ｗ ２ が 最 も 広 く 、 上 端 及 び 下 端 に 行 く ほ ど 次 第 に 細 く な る よ う  
に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な 陰 茎 部 材 ３ ２ ０ 及 び 陰 嚢 部 材 ３ ３ ０ の 模 様 は 、 パ ン ツ と し て 縫 製 済 み の 図 ５  
の 状 態 に お い て 、 直 線 的 に 変 形 さ れ た 前 面 部 内 側 線 ３ １ １ 並 び に 陰 茎 部 及 び 陰 嚢 部 外 側 線  
３ ２ １ 、 ３ ３ １ に よ っ て 上 端 と 下 端 が 外 側 に 引 っ 張 ら れ て 、 中 間 部 位 で 上 ・ 下 間 の 境 界 を  
成 す 縫 製 線 Ｌ で 取 っ て く れ る こ と で 完 成 さ れ た 形 態 の 陰 茎 袋 ４ ６ ０ お よ び 陰 嚢 袋 ４ ７ ０ を  
達 成 す る の に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ に お け る 陰 嚢 部 材 ３ ３ ０ の 陰 嚢 部 下 端 線 ３ ３ ４ は 、 前 面 部 材 （ 図 ３ の 符 号 ３ １ ０ ）  
の 前 面 部 の 内 側 下 端 線 ３ １ ３ と 一 緒 に 後 面 部 材 ３ ４ ０ の 外 側 下 端 線 ３ ４ ２ に 縫 製 さ れ る （  
図 ５ 参 照 ） 。 す な わ ち 、 後 面 部 材 ３ ４ ０ の 外 側 下 端 線 ３ ４ ２ の 長 さ は 陰 嚢 部 下 端 線 ３ ３ ４  
と 前 面 部 の 内 側 下 端 線 ３ １ ３ と の 長 さ の 和 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ に お け る 後 面 部 材 ３ ４ ０ は 、 前 記 外 側 下 端 線 ３ ４ ２ と 対 向 す る 後 面 部 内 側 線 ３ ４ ３  
が 前 面 部 外 側 線 ３ １ ４ と 一 致 す る よ う に 縫 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 し た 男 性 用 機 能 性 パ ン ツ は 、 本 発 明 の 理 解 を 助 け る た め の 一 実 施 形 態 に 過 ぎ な い も  
の な の で 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 乃 至 技 術 的 範 囲 が 前 記 で 説 明 さ れ た と こ ろ に 限 定 さ れ な い 。
　 本 発 明 の 権 利 範 囲 乃 至 技 術 的 範 囲 は 、 後 述 す る 特 許 請 求 の 範 囲 及 び そ の 均 等 範 囲 に よ っ  
て 決 め ら れ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】



10

JP 7211645 B2 2023.1.24(8)

フロントページの続き

(56)参考文献 韓国登録特許第１０－１２７２４１２（ＫＲ，Ｂ１）
韓国公開特許第１０－２０１７－０１１８３７０（ＫＲ，Ａ）
韓国登録特許第１０－１６５６６１６（ＫＲ，Ｂ１）
韓国登録特許第１０－１０６００２０（ＫＲ，Ｂ１）
特開２０１６－１５６１２２（ＪＰ，Ａ）
中国実用新案第２０７３４１１８７（ＣＮ，Ｕ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ４１Ｂ      ９／０２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

